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 生体システムは、遺伝子、タンパク質、細胞、組織、臓器といった高度な階層性のもと、

“個体”という統合されたシステムとして機能している。本研究領域は、これまで還元的手

法で得られた生命科学の研究成果を基礎として、多階層生体機能を解析するためのプラット

フォームを開発しようという意欲的な研究領域である。具体的にはこれまで展開されてきた

フィジオームプロジェクトとパスウェイネットワークプロジェクトを基盤とするもので、両

者の有機的な連携が期待できる。デニス・ノーブル博士を中心としたグループによる同様の

国際的な取り組みとの連携も具体的であり、こうした国際的な枠組みへの発展も期待できる。

5 年間という限られた期間、予算の中で、どこまでの研究成果が期待できるのか、といった

意見もあり、本研究領域の研究成果を十分に生み出すためには、研究領域としての目標設定

をより明確にしていくことが重要である。 

 


